






要約：乳幼児死亡は年を追って改善されているが,その中で不慮の事故に関する死亡は,ほ

とんど改善されていない。病気による死亡が減少したために,全死因の中で占める事故死の

割合がむしろ増加している。乳幼児の事故防止をはかるためには,単に死亡事故についての

原因を追求するだけでなく,死に至らない事故災害について,その原因や傷害の性状にどを

検討することは極めて重要である。本年度は,これらの視点から母親の実態調査を実施した

ので,その結果について報告をする。 


